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主な議決内容

　

28
年
度
決
算
書
で
は
実
質

収
支
は
３
億
４
１
４
４
万
４

千
円
の
黒
字
と
な
っ
て
い
る

が
、
単
年
度
収
支
は
２
億
３

６
７
５
万
８
千
円
の
赤
字
と

な
る
。

　

更
に
実
質
単
年
度
収
支
を

見
る
と
４
億
１
５
７
１
万
４

千
円
の
赤
字
に
な
る
。

　

ま
た
、
28
年
度
決
算
で
は

実
質
収
支
比
率
が
試
算
で
は

６
・
01
％
と
27
年
度
が
10
・

３
％
か
ら
大
き
く
改
善
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
新
庁
舎

建
設
事
業
な
ど
も
こ
れ
に
含

ま
れ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

そ
の
中
味
を
精
査
す
る
必
要

が
あ
る
。

　

本
町
の
課
題
は
子
育
て
問

題
、
高
齢
者
問
題
、
障
が
い

者
福
祉
の
問
題
な
ど
山
積
み

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
ひ

と
つ
を
き
め
細
か
く
手
当
を

し
て
ゆ
く
行
政
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

　

こ
う
し
た
観
点
に
立
ち
28

年
度
決
算
に
対
し
て
反
対
す

る
。

　

平
成
28
年
度
の
阿
久
比
町

の
一
般
会
計
決
算
状
況
は
、

歳
入
１
１
０
億
５
１
８
９
万

円
、
歳
出
１
０
６
億
９
６
７

１
万
円
と
な
り
、
昨
年
度
の

繰
越
明
許
費
繰
越
額
１
３
７

３
万
６
千
円
を
差
し
引
い
た

実
質
収
支
は
、
３
億
４
１
４

４
万
４
千
円
の
黒
字
と
な
っ

た
こ
と
は
、
大
変
評
価
で
き

る
。

　

主
な
新
規
事
業
・
重
点
事

業
と
し
て
、
ホ
ー
ル
棟
・
食

堂
棟
の
完
成
や
、
「
阿
久
比

プ
レ
イ
ガ
ー
デ
ン
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
事
業
」
な
ど
町
の
魅
力

を
発
信
し
た
。

　

児
童
の
健
全
育
成
事
業
で

は
、
施
設
用
地
・
建
物
を
購

入
し
子
育
て
支
援
策
も
実

施
。

　

英
比
小
学
校
の
空
調
整

備
、
南
部
・
草
木
小
学
校
の

ト
イ
レ
改
修
事
業
な
ど
、
施

設
整
備
を
行
っ
た
。

　

当
初
予
算
に
計
上
さ
れ
た

事
業
・
施
策
を
着
実
に
実
行

さ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
も
高

く
評
価
で
き
る
。

　

今
後
も
こ
の
経
済
状
況
が

早
期
に
好
転
す
る
こ
と
は
難

し
い
と
思
わ
れ
る
が
、
な
お

一
層
の
行
財
政
の
簡
素
化
・

効
率
化
に
努
め
る
よ
う
要
望

す
る
。

①
本
町
が
名
鉄
株
を
二
千
株

所
有
す
る
こ
と
に
伴
い
株
主

に
支
給
さ
れ
る
株
主
優
待
券

に
つ
い
て
決
算
書
に
そ
の
取

扱
い
が
記
載
さ
れ
て
い
な

い
。
金
額
の
多
少
に
か
か
わ

ら
ず
町
の
収
入
と
し
て
そ
の

使
途
を
明
確
に
す
べ
き
で
あ

る
。
町
は
監
査
委
員
に
そ
の

取
り
扱
い
を
確
認
し
て
頂
い

て
い
る
と
返
答
し
て
い
る

が
、
監
査
委
員
に
聞
く
と

「
そ
の
実
態
を
把
握
し
て
い

な
い
」
と
の
こ
と
で
、
こ
の

よ
う
な
ず
さ
ん
な
取
り
扱
い

は
不
適
切
と
い
わ
ざ
る
を
得

な
い
。

②
「
元
気
な
家
族
農
園
事

業
」
に
お
い
て
、
土
地
賃
借

料
が
非
常
に
高
す
ぎ
る
こ

と
、
及
び
用
地
の
選
び
方
に

つ
い
て
疑
義
を
払
拭
す
る
明

確
な
説
明
が
無
い
ま
ま
本
年

度
も
継
続
契
約
さ
れ
た
こ
と

は
遺
憾
で
あ
り
、
地
元
町
民

か
ら
も
多
数
の
是
正
を
求
め

る
声
が
上
が
っ
て
い
る
。
当

然
決
算
は
認
め
る
わ
け
に
は

い
か
な
い
。

教
職
員
の
定
数
改
善
計
画
の

早
期
策
定
・
実
施
と
義
務
教

育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持

及
び
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

　

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

に
、
行
き
届
い
た
教
育
を
行

う
た
め
に
、
少
人
数
学
級
の

さ
ら
な
る
拡
充
を
含
め
た
定

数
改
善
計
画
の
策
定
・
早
期

実
施
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

ま
た
、
全
国
ど
こ
に
住
ん

で
い
て
も
機
会
均
等
に
一
定

水
準
の
教
育
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
、
義
務
教
育
費
国
庫

負
担
制
度
の
堅
持
・
負
担
率

を
２
分
の
１
に
復
元
す
る
こ

と
は
、
国
の
果
た
す
べ
き
大

き
な
責
任
で
あ
る
。

道
路
整
備
の
長
期
安
定
的
な

財
源
確
保
に
関
す
る
意
見
書

　

道
路
は
、
私
た
ち
が
生
活

し
て
い
く
た
め
に
最
も
重
要

な
基
盤
で
あ
り
、
災
害
に
強

い
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
に
よ
り
住
民
の
安
全
・
安

心
を
確
保
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　

道
路
整
備
を
着
実
に
推
進

す
る
た
め
の
予
算
を
確
保
す

る
こ
と
、
道
路
財
特
法
の
補

助
率
等
の
嵩
上
げ
措
置
に
つ

い
て
は
、
平
成
30
年
度
以
降

も
継
続
す
る
こ
と
を
強
く
要

望
す
る
。
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町
民
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内
閣
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理
大
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な
ど
に
提
出

町
民
の
声
を

　
内
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理
大
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ど
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要
旨
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